
人 形劇 「なか よ し」 はどこが面 白いのか

一 幼児は人形劇をどう見ているか 一

高 橋 一 元

は じめに

幼児 は人形劇が大好 きである。大きな声で笑い、身体を動か し、人形に向か って声をかける。

筆者 は人形劇の脚本を書き演出をし、実際に上演する演者で もある。幼児を対象 としたある程度

上演経験を持っ者であれば、どういう場面で幼児が笑うのか、 どういう反応をするか、経験的に

は知っている。では、その笑いや反応は人形劇上演によってどのように引き起 こされるのか。笑

いと発語を中心に考えてみたい。

1先 行研究

幼児の人形劇受容 にっいては、言語が未発達なため、成人の場合のように聞き取り調査をする

ことができない。向平 らは、観劇中の幼児の行動を録画を見て観察 し、人形劇 に対する没入度合

いを示す行動を笑いの程度や身体の動 き、周囲への接触などで分類 し、5秒 を時間単位(コ マ)
くユ　

として1/0サ ンプ リング法で分析 している。異 なる演者の2っ の園での上演を比較 して、「なか

よし」 という作品を 「笑い」を中心に分析 し、「間」やダイナ ミックな動きが笑いを引き出して

いると述べている。ただこの方法では、1コ マのうちの個人の複数の動作をどう解釈 しているの

か、ある瞬聞にはどの反応が多かったのか読点も含む場合の物語の連読 した流れに対する幼児の

反応が分析しきれていない。加えて、劇中の時間としては5秒 というのは、その間に話 される台

詞や動作を考えると長い。

また糸井 らは、3歳 を境に 「笑い」 の反応が急激に増えることに着 目し、幼児の鑑賞時の笑い
く　　

を引き出す要因にっいて考察 している。モ リオールの笑いの理論を用いて、ズレの認識 により、

笑いが生 じていると結論づけている。

見 英明が述べているように、人形劇の基本

とも言える演目である。内容は2人 の子 ども

が遊ぶ日常的ないくっかの場面からなってい

る。加藤が 「演 じ手の数だけ 「私の 『なかよ
くら　

し』」があった」 というように、筆者の場合、

回数を重ねて上演 していくうちに、「綱引 き」

をやめて しまったり、 ロープ結びをふ くらま

せた りして、今回の形 になっている。

右の写真のように、手人形(動 物あるいは

手袋をはめて人差 し指に頭だけの単純な人形

2人 形劇 「なか よ し」 について

今回は先行研究 と同じ、人形劇 「なかよ し」(以 下 「なかよ し」 と表記)を 分析の対象作品と
くヨ　

し補 なかよし」については・力日蕨 子・潟
,___、 ＼ 志 ∴謡

§
馨謙嚢,

讐

織溝癬,
写真 筆者による 「なかよし」の上演風景(園G)
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筆者 は後者)を 両手 にはめて、一人で二役 を演 じる。蹴込み と言われる衝立に演者 が

隠れて人形だけを見せるという形が主流であり、そこには観客に遣い手を意識させない、人形に

集中させるという意図がある。 しか し、筆者の場合は敢えて観客の前 に立 ち繰者の顔 も見せて演

じている。 これは 「人形が勝手に動いているのではなく、お じさん(演 者)が 動かしている」 と

いうこと強調する狙いでやっているのであるが、実際には幼児たちは演者 のことなど気 にしてい

ないように感 じている。「なかよし」は一つの物語ではなく、子どもの日常(遊 び)を 描いたい

くっかのパー トの組み合わせでできている。そのパー トごとの笑いの違いにも注目したい。

3方 法

幼児の観劇中の状態(反 応)を どう捉えていくか。今回は、幼児の反応を音声(発 語、笑い声、

悲鳴など)に 絞って、それ らが変化 した場面を取 り上げる。人形の台詞や動きの時間軸 に子ども

たちの発する音声がどう変化するかを見ていくことで、どういう場面で子どもたちが笑 う(反 応

する)の かを明らかにし、その理由は何かを考えていく。

①人形劇の上演録画か ら、音声のみを抽出する。

②取 り出した音声ファイルを、ハイパスフィルターにかける。

③バイパス後の音声データか ら時間ごとの音量RMS(二 乗平均平方根)を 取 り出 し、dB変

換 した後、グラフ化する。

④人形劇の上演動画より、脚本を起こす。

⑤脚本 とグラフを照合する。

音声ファイルをハイパスフィルターにかけるのは、多少なりとも、演者の声をカットするため

である。家庭用 ビデオカメラで録画 した映像で、音声には演者の声と客席の子どもたちの声が混

在する。演者の声は280Hz付 近 と500Hz付 近にピークがあるので、通過域端周波数は600Hzと し
くの
た。

RMS値 を 求 めたのは、 単 なる瞬間値 ではな く、 音 の持っ エネルギ ーを平均 した値で あ り音 量

の連続 性や持続性 を評 価す る指標で あるRMS値 の 方が適切で あ ると考 えたか らであ る。0.25秒

刻 みで0.375秒 間の値 を求 めて いる(1/8秒 ず っ重 なっている)。 どの上演 も概ね40～80dBに 収 まっ

て いる(80dBは40dBの100倍 の 音圧 レベル)。

人形劇の上演録画については、筆者自身が上演 した2012年3月 か ら2013年1月 にかけての8

公演を取 り上げた(表1)。 規模は異なるがどれも幼稚園・保育園であり、上演プログラムも8公

演とも同 じで、3本 表1上 演した幼稚園・保育園

立てで 「なか よ し」

は2番 目である。 園A

「なかよ し」内部 の 園B

構 成 としては、どの 園C

上 演 も「あ いさつ」 園D

「じゃんけん」「かく 園E

園Fれんぼ」「相撲」「ロ

園G一プ結 び」「電車 ご

園F
っこ」で同 じである。

上演日 種別 幼児観客数 所在地 上演時間

2012年3月6日 保育園 35 岩手県山田町 10分41秒

2012年3月6日 保育園 70 岩手県大槌町 10分06秒

2012年3月8日 保育園 30 岩手県山田町 11分08秒

2012年3月14日 保育園 70 愛知県一宮市 10分50秒

2012年11月7日 保育園 80 名古屋市南区 10分41秒

2012年12月17日 幼稚園 105 岐阜県中津川市10分16秒

2012年12月18日 幼稚園 140 愛知県清須市 10分52秒

2013年1月25日 保育園 75 愛知県大府市 10分11秒

(8) 一199一



園)

 

8(での音量の変化

 

まり上演始めから終わ
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4上 演 回ご との比較

8っ の園での 「なかよし」の通 し上演の音量グラフ(図1)を 比較する。上演時間には606秒

から668秒 と約1分(10%程 度)の ば らっきがあるが、 グラフの変化にっいては共通の傾向(楕

円で囲 った1、1【 、皿の部分に顕著)が 見 られる。

上演時間のばらっきの原因としては、以下の原因が考えられる。

①観客に合わせた間合い、テンポの調整(低 年齢層が多いとゆっくりになる)。

②観客の反応に対する対応の違い。観客との受け答え、笑いなどが収まってから次の台詞や動き

を始めるまでの待ち時間の違い。 これも観客の人数、年齢構成によっても変わって くる。

③演者の気分、体調。同じ演目で同じ構成だとしても、演者 は常に 「より観客が面白がる」こと

や新 しい表現を模索する。それには意識的なものもそうでないものも含まれる。間を変えてみた

り、台詞を足 したり飛ばしたり、繰 り返しの数を変えることもある。

8っの園のグラフの変化に共通の傾向が見 られるということで、「なかよし」 という演目にはど

の幼児(集 団)も 共通 して反応すると考えることができる。では、幼児は 「なかよし」のそれぞ

れの部分 に、 どんな反応をしているのか。上演回を一っ選んで(園G)、 データを人形劇の進行

とっき合わせながらさらに細かく考察する。

5作 品 内 の パ ー トご との分 析

表2～7か ら、 ミーち ゃん、 タマち ゃん とい う2人 の台詞や動 きに ともな って幼児が反応 して

いる ことが読 み取 れ る。 この作 品で は、 タマちゃんが漫才 で言 うところのボケ役、 ミーちゃんが

ツ ッコ ミ役 であ る。

5-1「 あ いさつ」パー ト(表2)

ミー ち ゃんが登 場 し挨拶 を した後 、す ぐタマち ゃんが登 場す る。 しか し、 タマち ゃん は一節歌

い終 わ るとあいさっを しないで寝て しま う。 ここで くす くす笑 いが起 こる(④)。 寝て いるタマ

ち ゃんに気 づかない ミーち ゃんに対 してであるが、 ミーち ゃんが気づいて タマち ゃんを小突 いて

か らも笑 いは続 く。 もう1回 小突 くが タマち ゃんが無 反応で、笑 いは大 き くな る。3回 目の小突

きで タマち ゃんが 「ん一」 と声 を出 しミーち ゃんを振 り払 う動 きをす ると、 さ らに笑 いが起 こる

(⑤)。

タマち ゃんが起 きないのでさ らに ミーちゃんは声 をか けて起 こそうとす る。3回 目には予想外

の大 きな声 にび っ くりして跳 ね起 きるタマち ゃんに笑 いが起 こる(⑥)。

目を覚 ま した タマち ゃんはあい さっ をさせ られ るのであ るが、客席 に向か って 「変 な子が い っ

ぱい」 と言 い、すか さず ミーち ゃんか ら 「なに言 っとるの!」 とツ ッコまれ、笑 いが起 こる(⑦)。

このあ と 「こんに ちは」 と言 うと ころを 「おやすみ なさい」 と言 いまた笑 われ る(⑧)。 笑 い と

同時に 「また寝て る」 とい う声 もあ るが、呆れてい るとい うよ りもミーち ゃん に知 らせ ている と

言 う口調 であ った。 タマち ゃん は威張 って名前 を言 った あと 「まいったか」 と付 け加 え るが、 こ

こで もミーちゃん に 「誰が まいるか」 とツ ッコまれる(⑨)。 よ り以前の上演で は⑥⑦の ミーち ゃ

んの ツッコ ミの台詞 はな く、 それで も小 さな笑 いはあ った と記憶 して いる。

5-2「 じゃん けん」パ ー ト(表3)

何 して遊ぶ か というや りとりで、 「何 がいいか な」 と同 じ台詞 を繰 り返 したあ と 「そ うだ!」

「何だ?」 あた りで笑 いが起 こる(①)。 繰 り返 しの リズムの良 さ と語 呂に乗せ られてい うよ うで

あ り、 ここは大 きな笑い とはな らない。
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表2「 あ い さつ 」 パ ー ト

音量(dB>

50607080台 詞 とグラフを結ぶ線は、該当の台詞を言い終えた時間を示す(以 下同様)。

輔

㈲

◎1

02

◎3

◎4

05

06

07

8◎

9◎

蟹
も

影
隷
さ

㎡

⑥ ぐ

⑦

⑧

⑨

(演者)(人 形を両手にはめて、観客の前に立ち)ミーちゃんとたまちゃんの人形劇

のはじまりはじまり一(と言って、いったん両手の人形を背中に隠す)。

①拍手

幼児の反応 ②「こんにちは」と応える。

③「よろしく」 と応える。

(ミーちゃん一一以下(ミ)番 号はこのパートでの通し番号)(歌 いながら登場)♪

ぼくらはみんな生きている。生きているから腹が減る。みなさ一ん、こんにちは。

(ミ)ぼく、ミーちゃんです。どうぞ、よろしく(頭を下げる)。

(タマちゃん一一以下(タ))(歌 いながら登場)♪ もう、いくつ寝るとお正月。ぐう

～(頭 を下げて寝てしまう)。

(ミ)(タマちゃんのあいさつがないことに気づき、タマち

は反応しない) ④このあた りはくすくす笑い

(ミ)(タ マちゃんを小 突 く、が タマちゃん は反 応 しない)

・(ミ)(タマちゃんを小 突 く)

(タ)ん 一(傭 いた まま、いや いやをす るようにミーちゃん

んを小突く。タマちゃん

3回 繰 り返 し(1)

振 り払 う)。

(ミ)(タ マちゃんの周 りをぐるっと回って、さらに顔 を覗 き込 んで)寝 て る。

(ミ)起 きろよ(起 こそうとす る)。

(タ)ん 一。む にゃむ にゃ(起 きない)。

(ミ)起 きろよ(起 こそうとす る)。

(タ)ん 一。むにゃむ にゃ(起 きない)。

(ミ)し ょうが ないなあ。よ一し。(そっと近 づ き、大 きな

(タ)うわ っ(跳 ね起 きる)。

(ミ)(タマちゃん に耳 打 ち)あ い さつ、あい さつ。

(タ)う わ一。変 な子 がい っぱ い。

(ミ)な に言 っとるの!

3回 繰 り返 し(2)

)わ あ っ。

⑤奇声を上げる子がいた

(他の上演では出現 しない)

(ミ)(タマちゃんに耳打ち)そんなこと言ってないで、あいさつ。

(タ)ああ、そうか。(客席に向かって)み なさん。おやすみなさい(頭 を下げて寝て

しまう)。 ⑧fま た寝てる」 と言う子もいる

(ミ)そ れは夜 のあいさつ。ほら、名前。

(タ)あ あ、そうか。(客席 に向かって)み な さん。わ た しがタマちゃん です 。どうだ、

まい ったか。

(ミ)誰 がまい るカ㌔
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表3「 じゃん けん」 パ ー ト

音量 くd8)

5060700

輔

㈲
㎜

110

12e

130

140

150

160

170

180

190

①

②

③

④

5

⑥

7

(ミ)ね え、タマちゃん 、何 かして遊 ぽ うよ。

(タ)え えっ、遊 ぶ より、ぼ く、寝 てる方 がいい なあ。

(ミ)そ んな こと言 わ ない で。ねえ、遊 ぼ うよ。

(タ)し ょうが ないなあ。じゃあ遊 んでや るか。

(ミ)じ ゃあ、何 しようかなあ。

(タ)何 がいいか な。

(ミ)何 がいいか な。

(タ)何 がいいか な。

(ミ)そ うだ!

(タ)何 だ?

(ミ)か くれ んぼ しよう。

① リズムのある繰 り返 し

(タ)か くれ んぼか 。いい なあ。じゃあ、ぼ く、隠 れ て くるよ(下 手 へ歩 き出す)。

(ミ)(タ マちゃん をつか まえて引き戻 しなが ら)ち ょ一っと、待 て よ。

(ミ)か くれ んぼの鬼 は、じゃんけんで決 めるんだ よ。

(タ)あ っ、そうか。ぼ く、忘 れていた よ。

(ミ)じ ゃあ、じゃん けん しよう。

(タ)い いそ 。

(ミ)じ ゃ一ん け一ん、ぼ ん。

(タ)じ いっ(ミ ーちゃんが 出したのを見て〉、あら、ぽん。勝 った勝 った勝 った一。

(ミ)な に言 っとるの。

(ミ)じ ゃん けん は同時 に出さなきゃダメだよ。

(タ)あ あ、そ うか。

(ミ〉いいか い、同時 だ よ。

(タ)わ か った よ。

(ミ〉じゃ一んけ一ん、

(タ)ぽ ん!

(ミ〉あいこで、

(タ)し ょ。

(ミ)じ ゃんけん、

(タ)ぼ ん!

繰 り返 し。だ んだん速 くなってい く。

(ミ〉あいこで、

(タ)し ょ。

④加速 していく繰 り返 し

(ミ〉(息 を切 らしながら)な か なか勝 負がつ かな いなあ。

(タ)な かなか勝 負が っか んなあ。

(ミ)あ 、そうだ。ぼ く、いい こと考 えた。(一歩 離 れて、天 をf

んに勝 ちます ように。なむなむなむのあん!

(タ)な んだ、それ?

(ミ)じ ゃんけんに勝 つお まじないだ よ。

(タ)い いなあ。ぼ くに も教 えてくれ よ。

(ミ)だ 一め。

(タ)ち えっ。ミー ちゃん、けちだ なあ。い いよ。ぼ く、自分 で

頭 を抱 えていて、不 意 に顔 を上 げ)ど うか、じゃん けん に(

うに)あ っ、勝 ちます ように～(変 な声)、 くしゃくしゃのぶ りぶ

(ミ)よ し、じゃあ勝 負だ。じゃ一ん け一 ん、

(タ)ぽ ん。

(ミ)あ いこで、

(タ)し ょ。

(ミ)じ ゃんけん

(タ)ぽ ん。

(ミ)(宙 に浮 いて)わ 一い。勝 った勝 った勝 った一。

(タ)(同 じく、宙 に浮 いて)わ 一い。負 けちゃった(沈 む)。

・で)ど うか 、じやんけ

⑥似て非なる

繰 り返 し(1)

えるから。(しばらく、

伎で見得を切るよ

}魑
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次 に、 か くれん ぼをすることになって、 さっさと隠れ よ うとするタマちゃん を ミーちゃんが大

きな動 き(演 者 の身体が1/4回 転 す る)で 引き戻す と ころで笑 いが起 こる(②)。 い きな り隠 れ

よ うとす るタマち ゃんの行動が予想外 で あり、それをまた人 間な らで きないような動 きで ミーち ゃ

んが捕 まえ る。

じゃんけんをす る段 になって、 タマち ゃんが露骨 な 「後出 し」で 「勝 った」 と喜 んでいるとミー

ち ゃんが 「な に言 っとるの」 とッ ッコんだ ところで笑 いが起 きる(③)。 そ して じゃんけんを始

め るとなかなか勝 負がっかない。「じゃん けん」「ぽん」 「あい こで」「しょ」 の同 じ繰 り返 しだが、

次第に加速 してい くところで笑 いが起 こる(④)。

いったん じゃん けんを中断 して、 ミーちゃんが 「なむなむ なむのあん!」 とお ま じないをす る。

それを見 て今 度 は タマち ゃんが 「なん だ、 それ?」 とッ ッコむ(⑤)。 ボケ とッ ッコ ミが逆転 し

て いる。 そのあ とそれを真似て タマち ゃんが 自作 のおま じな いをす る。 この部 分 は、 ミーちゃん

とはまるで違 う歌 舞伎調の台詞 の言 い回 しと最後 の 「くしゃ くしゃのぶ りぶ り」 に笑 いが起 こる

(⑥)。 その あとま た じゃん けんを して勝負がっ くのだが、 「わ 一い」 と言 い なが ら 「負 けち ゃっ

た」 と沈 むタマち ゃん に笑いが起 こる(⑦)。

5-3「 か くれん ぼ」パー ト(前 半)(表4)

「か くれんぼ」 のパ ー トはタマち ゃんがズルを してか くれ んぼが成立 しな い前半 と ミーち ゃん

が隠れてか らの後半 に分 けられ る。

表4冒 頭、 ミーち ゃんに 「タマ ちゃんがオニだよ」 と言 われ、 タマちゃんが鬼 の真似 を してボ

ケ る。す ぐさま ミーち ゃん に突 っ込 まれ笑 いが起 こる(①)。 か くれん ぼが始 ま ると、隠れよ う

とする ミーち ゃん の後 を目をっぶ って数 えているはずの タマち ゃんがっ いて い って しま う。気配

を感 じて ミーち ゃんが振 り返 ると タマ ち ゃんはあわて て戻 り、 「数えて いた」 ととぼける。 これ

は3回 繰 り返 され、3回 目で は隠れ ないで タマちゃんを見 ていた ミーちゃん にっいてい こうと し

た タマちゃんが見 っか り、鉢合わせ しそ うにな り驚き笑 いを起 こす。(⑤)。 タマち ゃんが ミーちゃ

んに叱 られて も う一度 や り直 しとな り、 タマちゃんが数え始 めた ところか ら笑 いが また起 こって

くるが、真面 目に数 えているタマち ゃん に笑いは続 かず、「もういいよ」 と ミーち ゃんが演者 の

背中に隠れた と ころで客席 は静か にな る(⑥)。

5-4「 か くれんぽ」パー ト(後 半)(表5)

ミー ちゃん は演者 の背中に隠れ てい る。 タマちゃん は最初 、真面 目に捜 さずただ明後 日の方向

に 「見一っ けた」 と言 うだ けだが、 ここで は笑いよ りむ しろ ミーちゃんが隠 れた 「(演者 の)背

中」を タマち ゃん に教 え る声が多 い(①)。 それを聞 いて タマち ゃんが 自分 の後 ろを見 ると、 そ

の勘違 いに笑 い もあ るが、 それだ けで はな く 「お じさん(=演 者)(の 背 中)」 だ と子 どもたちが

教 える(②)。 そ れを聞いてタマち ゃん が演者 の背 中を見 る と、入れ違い に ミーち ゃんが出て く

る。「いない」 とタマち ゃんが 出て くると、入れ替 わ るよ うに ミーち ゃん はまた演者 の背中に隠

れ る。 この一 連 の入 れ替わ りの動 きに は大 きな笑 い も起 こるが、「(ミ ーち ゃんが)出 て きた」

「こっち(と タマ ち ゃんが出て来 た方向 を指 す)」 とい うタマ ち ゃんへ の声 も多 い(③)。 その声

に、今度 は演者 ごと子 どもたちが示 した方 向に1回 転 す る。 しか し演者 は ミーちゃんを背中に隠

したまま回転す るので、 タマち ゃん は ミーちゃんを見 っ ける ことがで きな い。 これ は出遣いな ら

ではの大 きな動 きで、子 どもたちの笑 い も大 きい(④)。

ミーちゃん を見 っ け られない タマち ゃんは、泣 き真似 を思 いっ く。泣 きなが らミーち ゃんが出

て こないか様 子 を窺 うタマちゃん に子 ど もたちはざわっ くが、 「消え ちゃった」 という言葉に は
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表4[か くれんぼ」パー ト(前 半)

5060

音量(d8)

o

輔
㈱

210

220

230

240

25◎

260

270

280

290

①

②

③

④

1⑤

⑥

(ミ)よ 一 し、じゃあぼ く隠れ て くるか らね。タマ ちゃんが オニだよ。

(タ)え えっ、ぼ くオニ?(頭 の両側 に指 を立 て)あ の2本 角の生 えた、こわ一い鬼?

(ミ)な に書 っとるの。

(ミ)か くれんぼの鬼 は目をつぶ って、十 数 えるんだ よ。

(タ)あ あ、そうか。

(ミ)じ ゃあ、目つぶって。(タマちゃん、顔 を伏せ る)

(ミ)十 、数 えて。

(タ)い 一ち、に一い、さ一 ん、し一。

(ミ)(上 手 に向かって移 動)

(タ)ご 一お、ろ一 く。(起き上 が り、ミーちゃん に付 いて行 く)

(ミーちゃんが振 り向 くのと同時 に、元の位置 に戻 り顔 を伏 せる し一ち。

(ミ)な んか変 な感 じが したなあ。ね え、タマちゃん。ちゃん と'て た?

(タ)数 えて た。

(ミ)じ やあ、もう一 回やって。

(タ)い いよ。い一ち、に一い、さ一ん、し一。

(ミ)(上手に向かって鋤3回 劇 返 し1

・(タ)ご 一お、ろ一く。(起き上 が り、ミーちゃん に付 いて行 く)

(タ)(ミ ーちゃんが振 り向 くのと同時 に、元 の位 置 に戻 り顔 を伏 る)し 一ち。

・(ミ)〈首 をか しげながら)な んか変 な感 じがしたなあ。タマちゃ 、タマちゃん。

(タ)は 一い。

(ミ)ち ゃん と数 えてた?

(タ)数 えてた。

・(ミ)じゃあ、もう一 園や って。

(タ〉またか。

(ミ〉いいか らやって。

(タ)い 一ち、に一 い、さ一ん。

(ミ)(今 度 は移 動 しないで、タマち ゃんをじ一っと見 てい る)

(タ)こ れ までと同じようにミーちゃんに付 いて行 こうとす る)し い、ご一お。あれ っ

(ミー ちゃん にぶ つか りそ うにな って初 めて、ミーち ゃんが そ こいることに気 づ き)

わあ。

(ミ)わ あ、じゃないよ。動 いちゃダメじゃないか。

(タ)ち え、ばれ たか。

(ミ)目 つぶって。

(タ)(顔 を伏せ る)

(ミ)数 えて。

(タ)い 一ち、に一 い……。

(ミー ちゃん、じ一 っとタマ ちゃんを見 たり、覗 き込 ん だ りして いるが、八 ぐらい であ

わ てて演者 の背中に隠れ る)

(タ)も ういいか い。

(ミ)も ういい よ。
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表5「 か くれん ぼ」 パ ー ト(後 半)

音量(dB)
50607080

時間

(秒)

30◎

310

320

330

340

350

360

370

380

390

③

ノ"

〆

篭

遷
β
多
彊

⑤

シ

6
ノ

/

/
伽

⑧

(タ)(顔 を上 げ、周 りを見 回 して)ミ ーちゃん、うまく隠 れ たなあ。どこへ行 っち ゃっ

たんだ ろう。

(タ)(み一ちゃんが元いたところの方を向いて)ミーちゃん、見

(タ)いない。 ① 子 どもが(演 者 の)「 背 中」 と言

(タ)背中?(と 「回れ右」一一自分の背中を向く)

(タ)いないじやないか・ ② 「お じさん(の 背 中)」 と言

(タ)おじさん(演者)の背中にいるのか?ミ ーちゃん見一つけた

んは演者の背中に。同時に反対側からミーちゃんが出て来る。

出てくるが、入れ替わるようにミーちゃんはまた隠れる)

(タ)いない。(客庸の声をきいて)えっ、こっち?ミ ーちゃん見

(と言ってタマちゃ

マちゃんはすぐに

1徊 繰り返し
っけた一(と 言 っ

て一回転する)③ ギこっち」 と ミーちゃんが出て き六 を示す

(タ)い ない…・㌔ あ っ、そ うだ。ぼ く、いい こと考 えた。

(タ)(手 を顔 に持 って行 き、泣 き真 似 をする〉えっ、え っ、え一ん。ミーちゃん がい な

くなっちゃった ようくきょろきょろと辺 りを見 回す)。

・(タ)ミーちゃんが どこかへ行 っちゃった よう、あ一 ん(き ょろきょろと辺 りを見 回す)。

(タ)ミ ーちゃんが消 えちゃったよう(見 回す)。

タマちゃん、しぼ らく泣 き真 似 を続 けている。ミーちゃん、ちょっと顔 を出 し、タマちゃ

んの様子を見る。
⑥ 「(ミーちゃんが)出 て きた」 と言 う声 も

(ミ)ど うしたんだろ う。タマ ちゃんが泣 いて いる(前 へ 出て くる)。

(タ)え 一ん、ミーちゃんが どっかに行 っちゃった よう。

(ミ)(黙 って様 子 を見 ている)

。(タ)え 一ん、ミーちゃんが 消 えちゃったよう。

'(ミ)消 えるわけないじゃな いか。か くれんぼ してるのに。
ノ

(タ)ミ ーちゃんいない よう。

ノ(ミ〉ここにいるよ くタマ ちゃん に近 づ く)。

'(タ)ミ ーちゃんいない よう。

(ミ)こ こにいるよ(タ マ ちゃんに近 づ く)。

'(タ)い ないよいないよ(ミ ーちゃんか ら逃げ るように)。

(ミ)ミーちゃん、い るよ(な お近 づ く)。

(タ)い ないよいない よ(ミ ーちゃん を振 り払 うように)。

(ミ)い るってばあ!

(タ)い ないよいない よ。(遠 くに呼 び かけるように)ミ ーち

んを振 り向いて)見 一つ けた。

(タ)わ 一い。見つ けたみつ けた。

(ミ)見 つけたみつ けたじゃな いよ。か くれん ぼで 泣 いちゃうなんてず るいよ。

(タ)ず るくなんかない よ。これ は、作 戦 。

(ミ)何 が 「作戦 」だ。

輪
藝

　 程度が高 くなる

繰り返 し
や

最後が変わる

ち餐あ一 ん《いきな リミーちゃ
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笑 い も起 こる(⑤)。 泣 き真似を続 けて い ると不 審 に思 った ミーち ゃんが顔を出す。 ミーちゃん

が出て くると、子 ど もた ちか ら 「(ミーち ゃんが)出 て きた」 とい う声 が起 こる(⑥)。 「ミーちゃ

んが消えち ゃった」 とまた言 うタマち ゃん に 「消え るわ けな い じゃないか」 とッ ッコむ ところで

笑 いが起 こる(⑦)。 このあ と 「いるよ」 「いないよう」 が繰 り返 され、最後 に目の前 に来 た ミー

ち ゃんを 「見 一っ けた」 ところで、大 きな笑 いが起 こる(⑧)。

5-5「 相 撲」「ロー プ結 び」パー ト(表6)

「か くれん ぼ」 の後 「か くれんぼで泣 いち ゃうなんて弱 虫だ よ」 「弱虫 じゃないよ」 とい うや

りとりがあ り、相撲で勝負だ とい うことになる。だがお互 いに見合 わなければな らない ところで、

タマ ちゃんが ミーちゃん にお尻を向 けて仕切 り、笑 いを取 る(①)。 次 はち ゃん と仕切 るのだが、

今度 は頭 同士 でぶっか り倒れ、 ここで も笑 いが起 こる(②)。 や っと組み合 って相撲 が始 まると、

代 わ る代わ る押 し合 いにな り、 ここで は子 ど もたちか らの声 援が起 こる(③)。2往 復 の押 し相

撲 の繰 り返 しの あと、劣勢 のタマちゃんが ミーちゃんを くす ぐる。 あわてて ミーち ゃんが離 れる

と笑 い(④)。 そ こで ミーち ゃんが演者 の首 に掛 か っていた ロープに気づ く。

「引っ張 って」「ず るず る」 を繰 り返 し2人 の距離が どん どん開 いていき、 ミーち ゃんの 「放

しち ゃダメだよ」で タマちゃんがロープを放 すことで笑 いが起 こる(⑤)。 再 びタマち ゃん もロー

プの端 を持 ち、 「ロ ープ を結んで輪 っこに して… …」 とい う ミーち ゃんの提案 で、 ロープ結 びが

始 まる。 「真ん 中の方 に持 って きて」 と ミーちゃんは2人 の中間点 に。 タマち ゃん も同様 に ミー

ちゃんの隣へ行 くが、 ここでロープを結 ばないで 「こちん」 と ミーち ゃんに頭突 き した ところで

笑 いが起 こる(⑥)。 や り直 しで 「頭突 きはダメ」「真ん中 の方 に持 って きて、『きゅっ』 と結ぶ」

と言 われたタマちゃんは 「きゅ」だなと確認 しておきなが ら、「真ん中の方 に持 ってきて、『チュッ!』 」

と ミーちゃん にキスをす る。 あ らか じめ 「きゅ」 を強調 して もタマち ゃんの似 た音 の 「チュ」 と

い う行動を予想す るの は難 しいが、大 きな笑いが起 こる(⑦)。

5-6「 汽 車 ご っこ」パ ー ト(表7)

ロ ー プの輪 に入 って2人 は汽車 ごっこを始めよ うとする。 「出発 です」「ぽ一」 まで は正面を向

いて いるが、2人 はい きな りそれぞれ反対 方向に引 っ張 る。綱 引 きの ようにな って しま う2人 に

笑 いが起 こる(①)。 変 だなと思いっっ それを繰 り返 して また笑 い(②)。 そのあ と互 いに自分が

運転手で ある ことを主張 しあ う。言 い合 いなが ら人形 が上 へ上が って い くところに笑 いが起 こる

(③)。 「じゃあ。 じゃん けんで決 めよ う」 とい うことにな る。 ここで は 「じゃん けん」パ ー ト⑦

と同 じことが繰 り返 され る(④)。 その あ とに 「車掌 さん」 と 「社長 さん」の聞 き違 い のギャグ

が入 っているが、 これ に対 しては園 によ って反応が異 なるが、総 じて幼児の反応 は薄 い。語彙の

理解 の程度 の問題 であ ろうか。

運転手 と車掌 が決 ま り、いよいよ動 き出すか と思 うと、 タマち ゃんが 「ガ タ ンギ ー」 と汽車を

止 める。 ミーち ゃん はいきな り後 ろか ら引 っ張 られたよ うな形で倒れ そうにな り、笑 いが起 こる

(⑤)。 同 じことが もう一度繰 り返 され る(⑥)。 このあ と 「ガ タ ンギー」 の正体 は ブ レーキだ と

のや り取 りで笑 いが起 こる(⑦)。 「ブ レーキ」 という語 を理解 している子 どもは多 い。 このあと

2人 の汽車 は客席 の前 を一周 し(こ れ以降 は表7に はない)正 面 に戻 って もう一度 「ガタ ンギー」

とブ レーキをか け(こ こは正 しいブ レーキの使 い方 なのだが、笑 いが起 こる)、2人 は挨拶を し

て退場 する(演 者 の背 に隠れ る)。
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表6r相 撲 」 「ロー プ結 び」 パ ー ト

音量(dB>

506e70/gy

繭

㈲

430

440

45◎

460

47◎

480

490

500

51◎

520

い
つ
て

い
る

?

馨

、嚢

、婁

㌍

撚ー

慧
婁

響

贈

①

②

④

/ノ

/

⑤ ゴ

⑥

⑦

(ミ)じ やあ、お相 撲 で勝 負だ。

(タ)い いそ。

(ミ〉よ一 し。見 合 って、見 合 って一っ。

(タ)見 合 って見 合 って(ミ ーちゃん に背 中 を向けて仕 切 る)。

(ミ)ど っち向 いてん の。

(タ)お う(ミーち ゃん と向 き合 う)。

(ミ)は っけよ一い。

(タ)残 った。

(頭 同士 がぶ つか り、ふ らふ らと倒 れ る)

(ミ)痛 た た。頭 でぶ つか っちゃダメだ よ。よ一 し、もう一 回。はっけよ一い。

(タ〉のこった。残 った残 った残 った(ミ ー ちゃん を押 す)。

(ミ)お お 、タマちゃん、案外 強いな。よ一しぼ くだって。残 っ

・(タ)お お 、ミーちゃんも案外 強 いな。よ一し。(力んで)残 っ

(ミ〉タマ ちゃん、強 いなあ。ぼ くもがん ば って、(小刻 みに擁

・(タ)(ミーち ゃん の押 しに堪 えなが ら)お お 、ミーちゃん強し

負 けそ うだ。よ一 し、こちょこちょこち ょ(くす ぐる)。

(ミ)うわあ!(タ マち ゃんから離 れ る〉

③二人への声援 「がんぼれ」

った残 った。

った残 った。

こ残 った残 った。

あ。ど うしよう、ぼ く

繰 り返 し
十

最後が変わる

(ミ)くす ぐった らダメだ よ。(ロー プを見 つ けて)あ れ、こん なところに何 かあるよ。

ねえ、タマ ちゃん。これ 引っ張 って。

(タ)こ う?

(ミ)も っと引 っ張 って。

(タ)ず るず る。

(ミ)も っと引 っ張 って。

(タ)ず るず る。

(ミ)も っと引 っ張 って。

(タ)ず るず る。

(ミ)放 しちゃダ メだ よ。

(タ)ぴ ゃ一 っ(放 す)。

繰 り返 し
十

最後が変わる

(ミ)放 しちゃダメだ って、言 って るの に。ね えタマちゃん、そっち持 ってよ。

(タ)こ う?

(ミ)ず いぶ ん長 い ロー プだな。そ うだ。このロープ結 んで輪 っこに して、汽 車 ぽ っ

ぽ しようよ。

(タ)そ れ は いい考 えだな。

(ミ)い い?タ マち ゃん。真 ん中の方 に持 って きて、きゅっと結 ぶ んだ よ。

(タ)ほ 一い。

(ミ)じゃあ。 ♪真ん中の方に持ってきて(真 ん中に寄る)。

(タ)♪真ん中の方に持ってきて(真ん中に寄る)。こちん!(ミ

(ミ)痛たた。(頭を抱えて)頭は痛いからダメだってば。真

「きゅっ」と結ぶんだよ。

(タ)よ一し、「きゅ」だな。

(ミ)じゃ、もう一回。 ♪真ん中の方に持ってきて。

(タ)♪真ん中の方に持ってきて(真 ん中に寄る)。ちゅっ!(i

ちゃんに頭突きする)

中の方に持ってきて、

繰 り返 し
十

2回 目が変わる

ちゃんにキスする)

(ミ)ち ゅ、じゃな いよ。気 持 ち悪 いなあ、もう、止 めてくれ よ。いいか ら普 通 に結 ぼ う。
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表7「 汽 車 ご っこ」 パ ー ト

音量(d8)

506◎70/

輔

㈱

550

560

570

58G

590

600

610

620

630

①

ぐ
2

③

④

⑤

⑥

⑦

(ミ)おもちゃの汽車の出発です。

(タ)ぽ一っ。

(ミ・タ)しゅ一(二 人がそれぞれ反対方向に引っ張り、汽車 進まない)。ありゃ。

(ミ)なんか変だな。

(タ)変だ。 同 じ2回 の

(ミ)もう一回やってみよう。 繰 り返 し

(タ)そうしよう。

(ミ)おもちゃの汽車の出発です。

(タ)ぼ一っ。

(ミ・タ)しゅ一(二 人がそれぞれ反対方向に引っ張り、汽

(ミ)(事態に気づき)ねえ、タマちゃん。ぼくが運転手だよね。

(タ)ぼ くだい!

(ミ)ぼ くだ い!(上 へ上 が る)

(タ)ぼ くだい!(も っと上 へ上 が る)

(ミ)ぼ くだ い!(も っと上 へ上 が る)

(タ)ぼ くだ い!(も っ と上 へ上 が る)

(ミ〉じゃあ、じゃんけんで 決 めよう。

(タ)あ あいいそ。

(ミ)じ ゃ一んけ一ん、ぽん。

(タ)あ いこで、しょっ。

「じゃん けん」パー ト④ の
パ ター ンの繰 り返 し

(ミ)わ 一い(飛 び上 が って)、勝 った勝 った勝 った(小 躍 り

(タ)わ 一い(飛 び上 が って)、また負 けちゃった(し お しお

(ミ)い いか 、ぼ くが 運 転 手だ よ。タマちゃんは車掌 さん。

(タ)え っ、社 長 さん?え っへ ん。

(ミ)違 う。しゃ ・しょ・う・さん。後 からついて くるんだ よ。

(タ)ち えっ、わかったよ。

(ミ)じ ゃあ、お もちゃの汽 車 の出発で す。

(タ)ぼ し っ。

(ミ)し ゅっしゅっ(少 し前 進)。

(タ)ガ タンギー(引 き戻 す)。

(ミ)(首 をかしげ)も う一 回。お もちゃの汽 車 の出発 です。

(タ)ぽ 一っ。

(ミ)し ゅっしゅっ(少 し前 進)。

(タ)ガ タンギー(引 き戻 す)。

(ミ)ね え、タマちゃん。その 「ガ タンギー」っての、なに?

(タ)こ れ?こ れ はブレーキ。

(ミ)ブ レー キなんか かけたら走 れ ないじゃないか。

(タ)ブ レー キかか んない と危 ないそ。

(ミ)危 なくなったら、か けるの。

(タ)わ かった よ。

(ミ)じ ゃあ、お もちゃの汽 車 の出発で す。

(タ)ぼ 一っ。

(ミ)し ゅっしゅっ(少 し前 進)。

(タ)ぽ っぽ(も っと前進)。

(ミ)し ゅっしゅっ(少 し前 進)。

墨騨

同じ2回 の
繰 り返 し

(タ)ぽっぽ(このあと客席の前を一周し、二人で「バイバイ」と言って退場)。
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6ズ レの認識 による笑 い

糸井 らは 「観客は①登場人物の言動から2人 の気持ちを察 し,② 自分の持っ概念を基に次の展

開を予期 しているが,③ 実際の展開は観客の予期か らは逸脱 したものであり,そ のズレを認識す
くわ

ることでユ ーモアが生 じて いる。」 と 「なかよ し」 におけ る笑 いをユーモ ア理解 として説明 して

い る。 また予測 が 「実際 には予 期が当 たるか外れ るかは,大 して重要 で はない。 「9割 方Aだ ろ

うが,Bか もしれない」 とい う不安定 な予期があ り,実 際 にはBで あ った場合,残 りの1割 の予

期が当た った ことになり,「 や っぱ りBだ ったか」 と も感 じられるだろ う。 いず れに して も,不
く　ラ

安定 な予期 が確実 な現実 になる ことで心理的転位が成立 してい る。」 と実際 の展 開は問題 で はな

く、不安定 な予期 と確実(に な った)現 実の ズ レが笑 いを生 じさせ るとす る。 これ を各パー トの

笑いが起 こった ところに適用す る と、 ほとん どが該当す る。概ね タマち ゃんが予期 しない行動 を

す るので あるが、 「あいさっ」パ ー ト⑥、 「か くれ んぼ」パ ー ト前半④、 「ロープ結 び」 パー ト⑤

で は ミーち ゃんが3回 繰 り返 しの3回 目(「 ロープ結 び」 は繰 り返 しが も っと多 い)に 違 った言

動をす る(当 然 タマちゃん の リア クシ ョンも変わ って くる)。

7繰 り返 しについての考察

「なかよし」において笑いを起 こすズレを効果的に演出しているのが、何度 も現れる 「繰 り返

し」である。丹下はこの繰 り返 しにっいて、「繰 り返す ことで子どもたちは次の展開を予測する。
のラ

その予測は当たっても外れても面白いものだ。」 と語 っている。繰 り返 しのパターンも多様で、

「あいさっ」パー ト(表2)で は寝て しまったタマちゃんをミーちゃんが小突 くシーンが3回 繰

り返される(⑤)。 これは人形劇ばか りでな く、話芸や民話で しば しば見 られる 「3回繰 り返す」

というパターンである。構造主義的な視点から昔話を分析 し、 ロシアの魔法昔話 に共通する機能

と構造を指摘したプロップは 「三回化」(3回 の繰 り返 し)に っいて、以下のように指摘 してい
くユの

る 。

〔三度〕 くりかえされるものが、それぞれ程度を同 じくすることもあれば、(〔 同 じように

難 しい〕三度の難題、三年の奉公)、 くりかえされる度に、程度が高 くなってゆくこともあ

ります(三 度目の難題がもっとも難 しく、三度目の闘いがもっとも怖るべきもの)。 あるい

は、〔最初の〕二度の場合には、結果が否定的なものとなり、〔最後の〕一度だけが、肯定的

なものになることもあります。

この場合 は、3回 目だ けタマ ちゃんの リアクションが違 う(あ る)が 、 ミーちゃん の行動 はプ ッ

ロップの言 う繰 り返 しの最初 のパ ター ンであ る。 その あと声 をか けて起 こそ うとす る。2度 続 け

て 「3回 繰 り返 す」であ るが、今度 は3度 目で起 こす ことに成功す るプ ロ ップの3っ 目のパ ター

ンである(⑥)。

「じゃん けん」パ ー ト(表3)で は、 「3回繰 り返 す」 とは違 う繰 り返 しのパ ター ンがい くっ か

見 られ る。何 を して遊ぶか とい う 「何 がいいかな」 のと ころは リズ ムの ある掛 け合 いとなってい

る(①)が 、 じゃんけんの シー ンでは繰 り返 しをだん だん早 くす ることによ って、 なか なか勝負

がつかない 白熱ぶ りを表現 してい る(④)。 さらに ミーち ゃんに じゃん けん に勝 っおま じな いを

教えて も らえないタマちゃんがオ リジナルのおま じないをす る。 ミーち ゃんの真似 をす るのだが、

観客 の予想 通 りおか しなお ま じない となる(⑥)。 じゃん けんの勝 負がっ くと、 ミーち ゃん は宙

に浮 いて 「わ一い」 と喜ぶ。負 けた くせに勝者 ミーち ゃん と同 じように 「わ一い」 と浮かぶ が、

「負 けち ゃった」 と沈む(⑦)。 ⑥⑦ ともにタマちゃんが ミーちゃん の行動 を繰 り返 そ うとす るの
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だが、実 は異 なって いる。

3回 繰 り返 しは 「か くれん ぼ」パ ー ト(前 半)(表4)に もあ り、3度 目の結 果が変 わる繰 り

返 しであ る。 繰 り返 しの1回 目で は、 ミーちゃん にタマち ゃんがっいていこ うとす るとい う、普

通 のか くれん ぼにはない行動 を始 めたと ころか ら徐 々に笑 いが大 きくな り、 ミーち ゃんが振 り返

ると同時 にタマち ゃんが戻 った ところで笑 いが爆発 す る(②)。 これ ぽ これ に対 し2回 目では、

ミーち ゃんが振 り返 る前か ら笑 いが大 きくなって いる(③)。 これ らの笑 いは、 タマち ゃん と ミー

ちゃんの気持 ちのズ レ、後をっ けて いる ことが気づ かれそ うで気づかれない とい う予測 と結果 の

ズ レによって起 こっていると考え る。3回 目で もミーち ゃんが見ているのに、 それ に気づかずっ

いて いこ うとタマち ゃんが動 き始 め たと ころか ら笑 いが大 き くな ってい き(④)、 ミーち ゃんに

タマちゃんがぶっか りそ うにな る直前 か ら大笑 い とな る。3回 目は もうた くらみが ばれていて、

タマちゃん は ミーち ゃん に叱 られ る。 これは観客 の予想 した通 りにな っての笑 いで ある。叱 られ

たあ と、 タマち ゃんは真面 目に数え始 めた ところの笑 い(⑥)は 、 もう一度 タマち ゃんが ミーちゃ

ん にっ いて行 くのを期待 して の笑 いであ る。 この期待(予 想)は 外れ、 カ ウ ントが増えて行 くに

っれ、笑 いは収 ま ってい く。

「か くれんぼ」パ ー ト(後 半)(表5)で は、 タマち ゃんが ミーち ゃんを捜す行動 が4回 繰 り

返 され、繰 り返す たびに タマち ゃん の動 きが大 きくな ってい く。 これ は 「3回 繰 り返 し」(4回

だが)の プロ ップの2番 目 「くりかえ され る度 に、程度 が高 くなってゆ く」 パ ター ンで ある。 し

か も子 ど もたちの指示 によ って見 っか るはずの ミーち ゃんが見っか らない(予 想が外れ る)こ と

で、笑 いが大 き くな る(① 、② 、③、 ④)。 泣 き真 似を始 あて ミーち ゃんを 引 っ張 り出 した とこ

ろで タマちゃんの作戦 は成功 してい るのだが、 それをよ り確か な もの にす るために タマち ゃん は

「いな いよ」 と ミーちゃん の存在 を繰 り返 し否定 し ミー ち ゃんの 「い るよ」主張 を強 くさせてい

く。最後 に 目の前 に来 た ミーち ゃんに予想通 り、「いな いよ う」 で はな く 「見一 っ けた」 と言 う

ことで、大 きな笑 いが起 こる(⑧)。 「3回 繰 り返 し」の2番 目と3番 目の合 わせ技 といえる。

「相撲」パ ー ト(表6)で は、組 み合 っての押 し合 いの繰 り返 しの後、 「ぼ く負 けそ うだ」で何

かす るので はと期待(予 想)さ せ、 くす ぐりとい う手 に出 る(④)。 「ロープ結 び」パ ー ト(表6)

で も、 「引 っ張 って」「ず るず る」 の繰 り返 しのあと、 「放 しちゃダメだ よ」 と ミーち ゃんがわ ざ

わざ言 うところがサイ ンであ り、 タマちゃんが意表を突 く行動(放 す。反対 の ことをす る)に 出

る ことで笑 いが起 こる(⑤)。 この あ と 「真 ん中の方 に持 って きて」 とロープを結 ぼ うとす るの

だが、 タマ ち ゃん はロープを結 ばな いで ミーちゃん に頭 突 きする(⑥)。 この頭突 き自体が意表

を突 いていて笑 いを誘 うのだが、 この前 の 「お相撲」パ ー トで も頭がぶっか って痛が るシー ンが

あ り、子 ど もた ちはそれを記憶 して いて、 それが また繰 り返 された ことで笑 いを大 き くしている

のではないか。前の笑いが伏線 にな って後 の笑 いを呼ん でい るのではだろ うか。 や り直 しで 「真

ん中の方 に持 って きて」が繰 り返 される。 ヒン トは出て い るが、今度 もまた タマ ちゃん は意表 を

突 いて ミーち ゃん にキスをす る。

最後 の 「汽車 ごっこ」パー トで は、 同 じ2回 の繰 り返 しが2セ ッ ト行 われて いる。2人 が汽車

を反対方 向に引 っ張 り合 うシー ンと、走 りが してか らす ぐタマちゃんが ブレーキ をか けるシー ン

であ る。 ミー ち ゃんが不審 に思 うことも含 めて、 どち らも同 じことを同 じ程度2回 繰 り返すのだ

が、 どち らも2回 目の方が笑 いが大 きい。 これはほかの2回 繰 り返 しの箇所 にも言 えるのだが、

1回 目がただ予想外 の行動だ ったのに対 し、2回 目は1回 目の行動を踏 まえ子 ど もたちが 「今度

はどうす るのだ ろ う」 という予想 を し、 その結果(こ こで は同 じことをす る)に 笑 って いるので

ある。なぜ3回 繰 り返 しで はな く2回 なのか。3回(ま た はそれ以上)繰 り返 して最後 に変え る

とい う繰 り返 しのパ ター ンは ここまで に7回 使 われてい る。 ここで は人 形劇が終盤 であることを
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意 識 して、 あえてあ っさ り進 めている。 また このパ ー トで は、 自分 が運転手であ ることを主張す

るところで 「じゃん けん」パ ー トと同 じ、だ んだん程度が高 くな ってい く繰 り返 しが用 い られて

いる。 運転手 を決 あ る じゃん けんの ところで も、 「じゃんけん」 パ ー ト⑦ と同 じことが繰 り返 さ

れ る。前 のパー トを忘れて いる子 は、 ミーちゃん とタマち ゃん の同 じようで最後が違 う リアクショ

ンに笑 い、覚えてい る子 は 自分 の予想の的 中に笑 う(④)。

こうして見てい くと、 「なかよ し」 とい う人形劇 は、全編繰 り返 しでで きている と言 って も過

言 ではない。 それが ことごとく笑 いに結 びっ いてい るのは、以下 の ような構造 によると考 える。

1回 目の行動→2回 目の行動(1回 目と同 じか程度が高 くなっている)→3回 目の行動を予

想する→3回 目の行動→予想と3回 目の行動のズレ→笑い

・2回 目はないこともあるし、回数が増えることもある。

・1っ の行動は2人 のやりとりがセットになっていることもある。

または

1回 目の行動(前 半 ・後半の2段 階)→2回 目の行動を予想する→2回 目の行動(前 半は1

回目の行動の前半 と同 じ・後半は異なる)→ 予想と2回 目の後半の行動のズレ→笑 い

繰 り返 しを用いることによって、糸井 らが示 した 「観客は①登場人物の言動から2人 の気持ち

を察 し,② 自分の持っ概念を基に次の展開を予期 している」の部分が用意され、笑いに繋がって

いると考える。

8発 語 につ い て の 考 察

発語 が多 いシー ンは、以下 の3っ であ る。

① 「あいさっ」パ ー ト、 ミーちゃんが登場 し、 あいさっ をす るシー ン

② 「か くれんぼ」 パ ー ト(前 半)、 隠 れよ うとす る ミーち ゃんに タマちゃんがっいてい くシー ン

③ 「か くれんぼ」 パ ー ト(後 半)、 タマち ゃんが演者の背に隠 れた ミーち ゃんを捜 す シー ン

① は人形劇の冒頭、 人 形(タ マち ゃん)か らの 「こん にちは」 とい う呼 びか けに幼 児 たちが

「こん にちは」 と返 し(表2の ②)、 「よろ しく」 と言われる と 「よろ しく」 と応 え る(同 ③)と

ころである。人形 と同 じよ うに頭を下 げる子 もい る。 この ことか ら、 この人形劇が始 ま ってす ぐ、

幼児 は人形 をモノで はな く生 きている存在 と感 じ、 コ ミュニケー シ ョンを取 れる相手で あ るとい

う認識 を共有 した といえ る。今 回取 り上 げた上 演で は 「なか よ し」 はプ ログラム2番 目の演 目で

あ り、 演者が観客の前 に姿 を見せるパ ネル シア ターを最初 に上演 した後で、所謂 アイス ブレイ ク

が済 んだ状態で、幼児 らは リラックス していて 「なかよ し」が始 ま るとす ぐに物語 の世界 に入 っ

てい る。 これが、 「なか よ し」 がプ ログラムの最初 だと、人形 が話 しか けて も幼児 らが反応 に戸

惑 うこともあ る。 また保育士 や教師の 「静 か に観 な さい」 とい う規制 が きっい場合 も同様 であ る。

開放的な、自由に発語 で きるような観劇環境 が望 ま しい。

②で は、 ミーちゃんに対 して 「タマち ゃんが見て る」 「う しろ!(に タマち ゃんが いる)」 と教

え る声 と、っいて い くタマ ちゃんに対 して 「だ め!」 と答 める声 の両方が聞かれる。 いずれ もタ

マ ちゃんの反則行為 を指 摘 しているわけだが、 ミーちゃんが振 り返 ると同時 に元 の場所 に戻 ると

ころで は笑いが起 こる。 っ ま りは、 目の前 で行われてい るルール違反 に、黙 ってはい られ ないの

だが決 して怒 って い るわ けで はないのであ る。 ただ し、 ミーち ゃん の 「数 えてた?」 とい う質問

に 「数 えてた」 ととぼ けるタマち ゃんに、 「違 うよ」「見てた」 とい う声 は しぼ しばあ る。

③で は、子 ど もたち は積極的 にタマち ゃん に ミーちゃんが隠れ た場所(方 向)を 教 え よ うとす
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る。子 どもたちの タマち ゃんへの指示 は 「(お じさんの)後 ろ」 「右(上 手方向)」 「こっち(と 指

さす)」 な どと短 く漠然 と してい ることが多 く、演者 はそれを利 用 して タマちゃん に 「ミーち ゃ

んを見っ けられない捜 し方」 を させて笑 いを取 ってい る。興味深 いのは、「か くれんぼ」(前 半)

で タマちゃんのルール違反 を指摘 していた子 どもたち 自身が、 ミーち ゃんが隠れた場所 を教 える

という、少 なくとも ミーち ゃん にとっては迷惑 な ことを して いるのに、 そ ういう認識を持 ってい

る様子 が全 くないことであ る。 ここで は子 ど もたちはタマち ゃんの味方 にな っている。ただ1回 、

空振 りを しただ けの タマち ゃん に同情 した とも考 え られない。 これを先 の 「ズ レの認識」 に当て

はめると、子 どもたちの指 示 は 「それによ って タマち ゃんが行動す る。→ その行動あ るいは行動

の結果が予期 しない もの にな る」 とい う、笑 いを起 こすための きっかけを作 って いると考 え る。

いわば 「その方 が面 白い」 か ら、 そ うしてい るのだ。

子 どもたちの発語 は随所 に見 られ るが、上 の ように登場人物へ伝 えたい思 いで あった り、感想

や 自分の発見をそのま ま口に した りす ることもあ る。 それが、他 の観客 の気持 ちを動かす(笑 わ

せ る)こ ともあ る。 どの発 語 に して も、決 して ミーちゃんや タマち ゃんを非難 した り、攻撃 した

りす るもので はない。周 りの子 どもたち と同 じように、 あるいはち ょっと世話 の焼 ける子 のよ う

に声 をか けてい る。上演 中、 ミーち ゃんが タマ ちゃん にッッコむ(逆 もあ る)と ころが あ るが、

そのい くっか は、最初 か らあったわ けではな く、 筆者 が子 ど もの発語 か らヒン トを得て加 えた も

ので ある。 それ らが笑 いを得て いるとい うことは、 タマち ゃんの言 い っ放 し(不 安定 な予期 を招

く)に ミーちゃんの突 っ込 み(確 実 な現実)が 加 わ ることで、心理 的転位 が成立 して いるのであ

る。 あるいは、 ツッコ ミの台詞が子 どもたちの思 ってい ることを代弁 し、 その間 とッ ッコむ こと

で タマちゃんの ボケ(変 な子)ぶ りが強調 され、笑 いが起 きてい るとも考 え る。

9ま とめ

「なかよし」という人形劇は、一人で、 さしたる舞台道具 も要 らず、 どんな場所で も演 じられ
く　　くユの

る。プロもアマチュアも初心者も演じ、 また保育者養成の材料 としても用いられている。その出
　ラ

自が大政翼賛会の人形劇にあるとはいえ、人形劇の基本をおさえており、様々な可能性を持 って

いる。あらためて 「なかよし」を最初から最後まで見直してみて、なぜこんなに子どもを笑わせ

るのか、たくさんの演者 によって繰 り返 し上演 されてできあがってきた作 りの上から理解できた。

子どもたちの反応にっいては、笑い以外にも、向平 らが取 り上 げた身体的な表現や黙 って(集

中 して)観 ているというのもある。画像解析などの手法を使えば、それも定量的に分析できるの

ではないか。今後はそれ らにっいても考えてみたい。

子どもたちの前で上演する人形劇は、演者だけでなく観客である子どもたちの反応があってこ

そ成立する演劇であり、優れた演者は劇の進行を滞 らせることな く子どもたちの言葉や反応を拾

い上げ、劇の内容に反映させふ くらませていく。演者と観客 とのや りとりのなかで変化 し続ける

一回きりの作品
。生の演劇 とはそういうものであり、「なかよし」 もまたその一っなのだ。忘れ

ることなく、大切に演 じていきたい。

(1)向 平知絵、棚橋美代子、米谷淳 「人形劇 『なかよし』の作品分析一観客の行動観察か らの

試み一」『京都女子大学発達教育学部紀要』第05号 、2009年2月 、p51-60

(2)糸 井嘉、棚橋美代子 「幼児の人形劇鑑賞 におけるユーモア理解」『京都女子大学発達教育学

部紀要』第09号 、2013年2月 、p81-87

(3)加 藤暁子 『日本の人形劇1867-2007』 法政大学出版局、2007年12月 、pllO-112

(4)潟 見英明 「『仲よし』日本の人形劇の代表的なレパートリー」『子 どもの文化』44(7)、2012
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年7月 、p172-179

(5)同(3)、p111

(6)実 際は演者の声がすべてカットできたわけではなく、少 し小さくなったと感 じる程度であっ

た。フィルターをかける前 と後の音声 ファイルの上演全体を通 しての周波数 スペク トラムは

以下の図の通 りである。今回は保管 してあった上演記録録画を使用 したたあ このような処理

をしたが、再度今回のような分析をする場合は、指向性の強いマイクを用 いて客席の音を記

録すべきである。

搬鰍祈図2オ リ男 フレ音源 澱数漸 図3ハ イパスフ4ル ター使用後
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(10)ウ ラジー ミル ・プロップ(北 岡誠司 ・福田美智代訳)『昔話の形態学』、水声社、1987年(2014

年)、p117

(11)米 谷淳、棚橋美代子、向平知絵 「保育者養成における人形劇の活用一丹下進の人形劇指導一」

『京都女子大学発達教育学部紀要』第04号 、2008年2月

(12)糸 井嘉、中村綾、呂程、矢野真、棚橋美代子 「人形劇指導における課題に関する一考察」

『京都女子大学発達教育学部紀要』第08号 、2012年2月

(13)同(4)

フ。ロフ ィール

東海学園大学人文学部教授。国際人形劇連盟(日 本選出評議員)、 愛知人形劇センター(理 事

長)、 日本人形玩具学会、 日本児童文学学会など。

一184一 (23)


